
 

 

いつも身近な存在でありたいと思っています 

 皆さんこんにちは。社長の近藤です。11月26日

から27日までインドのラジャスタンで大学を複数経

営するBiyani Group of Collegesがインドで開催す

るBICON-2023カンファレンスに登壇予定です。 

(インドの現地法人にいる宮川も共に登壇します) 

 

 このカンファレンスは、産業界とのパートナー

シップによるアカデミック・アントレプレナーの育

成を目的に開催され、北陸先端大学、九州大学など

の日本の大学も協業したイベントとなっています。 

 

 ビヤニ国際会議（BICON）は、インドと日本の著

名な学者、実業家、科学者、研究者をインドに招集

し、専門知識の交換、革新的なアプローチの策定、

各分野における最新情報を共有し、特に日印両国間

の産学関係の強化を目指しています。 

 

 今回私の登壇のきっかけは、北陸先端大学で研究

をされているManish Biyani様（Biyani Groupご一

族）から招待を受け、インドの成長産業であるリサ

イクル分野における重要性を実際にインドで事業を

進める会社として、未来のインドを担う子どもたち

にも含めて伝えて欲しいとのお声がけでした。 

 インドは廃車政策が推し進められていますが、リ

サイクルが全土で進んでいるとはまだまだ言い難い

状況です。会宝産業としてインドに貢献すべく、産

学一体となって自動車リサイクルの重要性を少しで

も現地の方々にお伝えするつもりです。 

 

 この取り組みを通じ、今期の経営方針でもある 

“フュージョン経営”をインドの大学とも連携し、

日印両国で世界のあとしまつに貢献して参ります。 

 11月26日～27日 インドで登壇予定 



 

 

  

    農業の取り組み ～農業事業部より～ 

 皆様こんにちは。10月に入り一気に気温が下がって朝晩の冷え込みが厳しい時期となりました。9月の

中旬までは半袖で作業をしておりましたが、今では薄手のジャンパーを着て作業をしています。ようやく

夏から秋へと変わりましたが、すぐに冬に変わる気配をひしひしと感じております。 

 10月は定植予定のトマト苗の育苗管理と定植、露地のサツマイモ・里芋・生姜の収穫、ハウスの修繕・

定植後の設置資材を先に設置、葉物野菜の管理などをしておりました。トマトの定植は10月の下旬とな

り、それまでにできることを先んじてしています。誘引ローラーの設置、誘引関係の資材設置などです。   

 定植は原稿の提出期限後でしたので、露地の収穫と合わせて来月発表となります。1

０月下旬に定植したトマトの収穫は来年の1月からとなります。 

 葉物野菜のハウス栽培は去年もしておりましたが、今回は品種を増やして栽培中。ほ

うれん草、小松菜、サラダレタスに加え、水菜、春菊です。これらは近隣の直売所、本

社向け、金沢近辺のマーケットで販売します。また10月下旬に収穫する露地の根菜も同

様に出荷する予定です。 

 11月の主な作業予定は定植したトマトの管理、葉物野菜の管理と出荷、収穫した根菜

の出荷調整、収穫後の露地の片づけと整地です。しばらくは根菜と葉物野菜の出荷をし

ていきますので、石川県内でお見かけの際にはぜひともよろしくお願いします。 

（担当：畠中） 

 みなさん、こんにちは。会宝産業として10月1日に開催された「金沢城リレーマ

ラソン2023～秋の陣～」に参加をしました！今回は初めてLODUの方々と共同での

参加となり、総勢19名が2チームに分かれてコースを走り切りました。Aチームは会

宝産業のベテラン社員を中心に、BチームはLODUの方々と会宝産業の若手が集ま

り、お互いどちらが先にゴールできるのかドキドキしながら最後までタスキを繋ぎました。そして気になる

結果は。。Aチームが19位、Bチームが26位でした！私たちが出場したハーフコースには総勢148チーム

が参加していたことを考えると、大健闘したと言えるのではないでしょうか？！お互い「負けないぞ」とい

う意識はありましたが、始まってしまえばチーム関係なく応援をし合い、太陽が顔を出した秋空の下、気持

ちよく走ることができました。また、コース途中には応援チームがスタンバイしてくれており、そこの前だ

けでも格好つけて走るぞと思ったのを覚

えています（笑） 

 10月末には金沢マラソンに挑戦する

メンバーもいます。けがに気を付けてい

ただき、私は応援を頑張ります！ 

(担当：門野) 

会宝農園の野菜はこちらのサイトからご購入いただけます。 

  

 10 月 1 日「金沢城リレーマラソン 2023 ～秋の陣～」で走りました ！！ 

Bチーム Aチーム 



 

 

 

 

  今月のパチリ 

 こんにちは。先月、当社のインド合弁会社ABHISHEK K KAIHO RECYCLERS PRIVATE LIMITED

（AKK）のインド人スタッフであるアミットさんとサティッシュさんが来社しました。目的はインド工場

の監督者として必要な技術を身につけるための研修への参加です。具体的には、中古部品の回収を中心とし

た自動車解体技術や、経営管理システム（当社KRAシステム）による工

場のデジタル管理を学びます。この研修は（一財）海外産業人材育成協会

のお力添えにより、技術協力活用型・新興国市場開拓事業を活用すること

で開催が実現しました。研修は2024年9月まで約1年間続きます。日本

の自動車リサイクル技術をインドに普及させるという重要な役割を担う彼

らですが、それだけではなく、「お客様の喜びを創造する」という当社理

念を体得してもらうこと、そして日本の文化や風習にも触れ、有意義な滞

在となるよう支えて行きたいと思います。写真は10/21に行った収穫祭

での一コマ。左がアミットさん、右がサティッシュさんです。 

(担当：川村) 

 こんにちは。Kaiho Middle Eastの畳谷です。10月のUAEは日中の最高気温が37度とまだまだ暑く、子

連れで遊びに行くところといえばエアコンの効いたショッピングモールになりがちです。ということで今回

は、ドバイモールにできたチャイナタウンをご紹介します。ドバイモールなんて何度も行っているので飽き

そうなものですが、10月になるとハロウィン模様になっていたり、昨年から工事中だったお店

が完成していたりと久しぶりにいってみると改めてなかなか楽しいです。 

 今回ご紹介するチャイナタウンは、ドバイモール1階にあるアイスリンクの反対側にありま

す。入り口の天井には繁華街のネオンが表現されていてとても綺麗です！中国のラーメンや

餃子、四川料理なんかを食べたい人におすすめのスポットです！ふらっと立ち寄ったHIPPO 

BOX SUPERMARKETというお店には豚肉コーナーがあり、店員さんが生ハムメロンを試

食させてくれました！UAEに来られた際は是非ドバイモールに立ち寄ってみてください！ 

社員海外レポート  
FROM 

UAE 

                   

 先月の記事では、販売先に対して「商品状態の透明性」（走行距離、エンジン状態のわかる動画）を実現

することがケニア市場参入にあたり必須であると記載しました。加えて、販売する商品の年式やカラー情報

といった「基本情報」を見える化することが現地における商品のマッチングをより簡易にし、結果として商

品が高値で取引されることに繋がることがわかっています。これは日本市場と同様にケニアの保険会社の多

くが破損部品の情報をデータ登録し、部品の調達を行なっているためです。特に2010年以降に製造された

車輌から取り外された部品については、トレーサビリティを確保することで、商品の販売単価が大幅に向上

される期待は非常に高く、弊社では年内にケニア市場向けにテスト販売を開

始します。(担当：橋本) 

輸出最新情報  【ケニア向け輸出動向 第二弾】 

トレーサビリティを確保した商品タグ 



 

 

 海外事業部の鈴木です。今年、先輩に誘われたこと

がきっかけで、ゴルフデビューしました。私は長年テ

ニスをしていたのですが、ゴルフはテニスと違って止

まったボールを打つので、簡単にできるのかと思っていました。しかし、いざやってみると、全く真っ直ぐ

飛ばないのです。地面の傾斜、起伏、芝生の長さによって、スイングを変えるなど、とても奥深いもので

す。当社には、会長はじめ、ゴルフがとっても上手な先輩たちがたくさんいますので、仕事終わりに教えて

頂いています。 

 10/14に社内コンペ[第9回会宝チェアマンズカップ]が開催され、総勢16名が部署の垣根を超えてみん

なで交流・楽しむことができました。今回の優勝は川口法人営業推進役、ベストグロス賞は近藤会長でし

た！ 

 当社にはゴルフのみならず、釣り・マラソン・ヨ

ガなど、社員間が交流できるイベントがあります。

オフィス外でのコミュニケーションを深めること

で、社内でも一体感が生まれてきます。仕事も趣味

も楽しめる、そんな職場ができるといいですね。 

  相場情報 ～生産部より～ 
 こんにちは、会宝産業の山口です。日本はすっかり秋の空となりましたが、今月はインドよりお送りいた

します。インドも10月に入れば涼しくなるのですが、現地の人も今年はおかしい？と言うくらい暑い日

（30〜35℃）が続いています。 

 相場の方は鉄、銅が少し下がりましたね。円安の影響もあり、大きな下げには至っていませんが、輸出相

場に引っ張られる形で少しずつ下げの傾向が見られました。アルミに関しては発生も少なく、需要も大きい

ので上がるか？と思われましたが製品価格の上昇が抑えられた事

で、スクラップに影響するには至りませんでした。しかし、このま

までは製品が作れないので、緩いペースですが上昇は期待できます

ね。貴金属の分野ではロジウムが数ヶ月ぶりに動き、一時は底値の

130％まで急騰しましたが、すぐに頭を打ってしまいました。こち

らは様子見といったところでしょうか。 

2023年10月 見込み台数 

 入庫台数 820台          

 処理台数 780台     
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ご意見ご要望はこちらまで ➡ TEL 076-237-5133 soumu@kaiho.co.jp （担当：宮村） 

会宝キッチン 

Instagram 

社内ゴルフコンペ 『 第9回 会宝チェアマンズカップ 』 

★目的★ 

・社内の仲間と一体感を持って楽しみ、親睦を深める。 

・ルールとマナーを修得し、人間力を身につける。 
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